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ThechemicaldecompositionproductsofD.D.N.P.

M.Ishikawa

In.thispaperSeVeralpropertiesofthe

alkalidecompositionproductsofD.D.N.

P.werestudied.Decompositionproducts

ofD.D.N.P.wereseparatedintofour

partsbycolumnchromatograph.Thefour

componentswerenamedasA,BI,B2,C,

component,intheorderoftheRfvalue.

Themolecular weights,mitrogencon-
tents,absorptioncurveinseveralwave

length,andsomeotherchemicalprope-
rtiesofthecomponentswerestudied,
and the followitlg COnClusions were
obtained.

tl)ComponentA isconsideredtobe

2-4dinitrophenol.

(軸 ComponentBlisconsideredtobea

azo･componnd,formedbykoupling

betweenthedecompositionproducts

ofD,D.N.P.andundeconposedD.
D.N.P.

(3)ComponentB2isconsideredtobe

adiarylfomedbyl血edirectc0-
mbinationofthetwoaromaticnu-

cleusoftheabovementionedazo-

compound.

糾 ComponentCisconsideredtobea
mixtureofseveralhigh molecuIar

Substances.Theyareconsideredto

bepolymerizedformsoftheabove

nentionedseveralphenols.

雷管威力試験法の検討

(第 1報 留管起爆作用との関係)

井 田 一 夫●

山 本 頗 一 郎t

I･ # 7

従来雷管の威力とは即ち猛虎であると定盤され,管

管の威力内定も亀酸を抑定することであると考へられ

ていた｡猛皮は色々と定位されているがl)IpM,概念

的には衝動圧或は研赦免を以て表わすことが出来る｡

然し乍ら雷管の威力(起爆力)には,衝動圧による作

用,管体蔽片の投射による作用,煩発熱による作用等

●E)寿化薮KK折尾仲某所 8洞 泉若色TP大事故円I

Yol.22,ND.BilNl

磯 谷 隆*

工 藤 隆 義書

が考へられ5), この中で点も有効なものは,管体破片

の投射による作用であることが判明した6)｡而してこ

れらの諸作用の絶合されたものが雷管の威力であるか

ら,雷管の威力就教法としては之等の諸効果を遊脚こ

衷現するもので,両も操作が簡単で妖艶経費の少ない

ものが望ましいのである｡

本鞄告は,従来から捷示されている我々の親政法を

紹介し,代表的な就敦法について,それが表現する起

(245) 13



想作用,その就教法に影響を及ぼす釈放条件等を検討

する邸によって,痕も合理的な雷管の威力就兵法を見

出すことを目的とした｡

独 甘曹威力妖艶法の裾野

雷管の威力銑験法を大別すると,①雷管自体の偉力

を直接測定する耽接法と,◎雷管と爆薬とを組み合せ

爆薬の燥力を測定することによって,冊 の威力を判,,

衷 1碍管単独の威力を抑定する方泣(荘僻 )稔括･

･o･I 耽 放 法 の左石｢ - ㌃ 音 妄 献
,箱 仮 釈 放

釘 釈 放

砂 釈 放

鉛､ 噂･ 釈 放

概 ∫ 臥 駅 放
射 牲 正 樹 釈 放

球 釈 放

プ キ 敬釈棉ソソソ

鉄 鞍 凹 み 飲 助

甲 骨 燦 疎正二カの封定

7)8)9)10)u)

12)10)ll)13)1)

14)15)16)17)

10)13)

1)18)

19)20)

倍考 鉛板釈放に於る鉛板の揮さは3-6mmのもの
が使用されて居り一定していない｡曲板の代り

にアルミ板,井放校を使用する方法もある｡
砂鉄験には JOOgの砂を使用する No.1型と
200gの砂を使用するNo.2型がある｡

衷 2 甘糟 と組合せた爆薬の蛾カを判定する方法
(阿沖浜)稔括

蒜 1 釈 放 汝 の 名 称~r壷 考
Esop釈放

Wモihler耽晩

Haid釈放

吸泣梢嬢による-ス釈放

鈍化爆茶の恵壌弗長沢致

煉茶 の 限 界 密 皮釈放

舟板上の岱痕による娘力釈放
感 応 釈 放

砲 丸 投 射 釈 放

小 罪 匂 釈 放

文 献

定するfq按法とに分けることが出来る｡雷管は爆薬を

起爆させることを目的とする道具であるから,雷管と

組み合せた爆薬の畑カを湘定するのが英際的な方法だ

と思われるが.爆薬を使用する釈放法は経常や労力が

ll

多くかかるので,雷管のみの武敦によって手軽に威力

を判定する方法も必要である｡

従来提示されている雷管威力就教法を証授法と間接

法とに分けて程めると表1及び衷2の如くである｡即
ち,これによれは留守の威力謝定法としては,二十数

種類もの多数のものが提秦されているが,直接法に於

ては破片鈍換以外は殆んどすべて雷管の衝動虫若くは

衝動圧を測定することを目的としたものであり,これ

らによっても雷管の威力は衝政作用によって表わされ

ると考へられていたことが分る｡

然し乍ら最近は合成樹脂雷肝の如く,祈動圧は同じ
でも鈎雷管などとは相当威力の典った筋骨が普及して

来たので.雷管の威力を測定する掛合には,衝動作用･

以外に管倖破片の投射作用や僚管爆発時に生ずる熟な

どが軌定されなければ.曾育成力の合理的な判定は困▲

津となった｡従って以下代袋的な耽教法rz=ついて,そ

の喪現する起爆作用などについて検肘する｡

衆 31妖科珊管の補元

配 l細 さ蒜 畏
変化させた威力田子

その他の組立結元

添我非:テト1)-ル
0.45g.JIOkg/幸
恵粗茶:笛･水爆粉
0.40g.40kg/本

管俸挿厚:0.15mm他は同上
テトリール,
ペソト1)ツ
I,コソボ
･}シコソB

添装亮圧杓力
110kg/辛
他は同上

添強喝軒:チト1)-ル
他は同上

添戟萌丘:0.45g
他は同上
謡嘗ア配闇網島
は銅内管
他は同上

m･ 主な就験法の換肘 (その 1-捻除)
前項で述べた=十棚 の雷管威力拭験法の中で現

在世界各国で最も広(採用されて居り,又我々が乗用

している試験法は直接法としては,①鉛板拭験,⑧釘

線 ③砂鉄敦,◎鉛境線 ⑨球就故,間接法とし

て払 @′､イド耗敦,⑦攻湿研掛こよる-ス試執.で

あると思われる｡

以下に於て,之等代薮的な威力耗験法について検卸

し,免も合理的な武敦法を見出すこととする0

3.1 曹管の武力因子

(246-) エ繋火英協会祉
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団.l胃管の威力田子と各項釈放法の由係

常管の威力を変える要田(これを威力因子と称する

こととする)は多敦ある｡例えは涛装薬虫を変えても

管体相好を変えても,雷管の威力を変化させることが

出来る｡而して雷管の威力謝絶 を総合的に判断する

把は,威力因子を出来るだけ多く変化させた留管につ

いて釈放することが望ましい｡徒ってこの央故に放け

る雷管拭料としては,衷Bに示す如く,涛榊 .莱

点.圧抑圧,雷体内夙 材質,直径等多くの国子を変

えた合計23擬痕の雷管を使用した0

3.2威力日子と各種由散法の測定値との関係

上妃の帥陣雷管によって,鉛板就敵,釘就敦,砂銑

敬,侮辱妖艶,球就敦,′､イド試験,-ス就敦を炎施

した鼓集は図1の如くである｡園に於て線の2本ある

ものは,釈放を2回英潰した伍であるが,どの洗敦で

も2本の弟は大体同じ併向を示すので,測定値は再現

性があると考えてよい｡固Jによると,雷管の威力就

Yol.22.No.亀 1941

故法によって表現される雷管波力の強弱は威力田子に

よって典ることIAS認められるop例えば,管体材質を変

えると(No･1),鉛板試験,釘由敦で払 肉厚の厚い

ものぬど威力の大きい値が得られるが,その他の耽験

で比内厚によって威力はあまり変らない｡又雷管の紅

鎧を大きくすると(No.5),由板紙熟 糠沢験では威

力が大きく東おれ81が,釘就醜,ぬ鵡就験,-ス拭数

では逆転戚加 =/J､ぎく表われる｡この様に雷管威力の

強弱は威力田子によって,各就牧法毎に典るものであ

るから,唯一つの就敦法で雷管威力を判定するのは危

険である｡

3･3 威力田子と起爆作用との関係

雷管の起爆作用には既述の如く,衝動作用,破片作

潤,熟作用の三つが考へられるが,雷管の威力因子に
よって之等三つの起爆作用がどの様に変るかを拭験し

た紡朱が図2である｡_衝動作用は衝撃振子によって,

(247) .lS



む学徳手管
)

破片作用は新開耗耳迅枚款

によって,熱作用は爆発無

塵によって衷わナこととす

る｡

図2によると,例えは管

体材質がアルミニウムの勘

合には.衝動作用,破片作

用は銅より想いが.発熱庇

は銅より過か虹大きいこと

が蕗められる｡

即ち'図1と図2とを比

故検討することによって,

雷管の起爆作用と威力釈放

法の関係,換言すれば各々

の威力耗験法が研助作用を

表わしているか.破片作用

/

＼
/
/
〈

/
/
し

･一一/′

)
｢

＼

I.･･.''.,
国 2 '射管の威力田子と起爆作用との関係

V

n
虻

･
ん

図 3 雷管と鉛板との定位を変えた鉛板釈放を表わしているか,などを検討することが出来

る｡この点については次の各曲に於て考察す

る｡ⅠY.主
な拭敬法の換肘 (その2一冬陰)1.1鉛 板拭散

鉛板妖艶t世界各国で庇も広く採用されている雷管

写其 ) 留管と鉛板との定

位を変えた場合の鉛板沃故の穿孔状況の

威力就教法で,一般には穿孔径によって雷管底方向の猛度を示し･鉛坂上に生じた糸

瓜によって畝方向の急変を示すといわれる1)｡図

1及び図2にJ:つて鉛板試験が表現する起爆作用を

検討して見ると,図1に於ける鉛板銑敬の曲魚と囲2

に於ける雷管底方向の衝撃振子の曲線とが同じ候向を示



表 l 雷管と蔚坂との庄杜を変えた鉛板訳故(mm)

義--讐l銅管侍(底上)表高言 i妄這) t銅管体(氏ナシ)扇示 ;諒1654(LAT-L訂元 請 哀 妄嘉
ll.5×11.5

10.9XlLO

10_9xlO.9

9.lx9.0

8.Ox8.2

9.2×7.2

8.5x6.7

4.6x2_9

5.2×5.7

10.2×10.2

7.Tx7.8

8.Ox8.0

9.3×9.2

10.9×11.7

ll.7XH.7

8.2x13.0

5.7x5.5

6.Ox6.2

8.9×8.8

8.6×8.7

8.5x8.5

JO.3xlO.2

10.0×9.9

7.5×7.7

5.6×4.3

貫流せず

〝

2

ウノ

t;
2.
ず

崇

誓

‥

‥
〝

備考 鉛板と簡管圧砕が大きくなると穿孔は其円でなくなるので鉛板孔の硯定は及軸と短軸と=カ
所を萌定した｡

を表わすように思われるが,管体材質を変えた場合に

は,鉛板就敦の曲汝と衝撃振子の曲線とは全く異り,

新潮新井過納鼓の曲線と類似しているので,破片効果

をも変わすものと推定される○

福山氏等22)は輯板に孔があく理由を雷管底方向の衝

撃波及び反射波によると述べたが,●雷管破片の罪通作

用や爆発熱による熔散作用によっても孔があくことが

考えられるので この点について更に改め釈放を行っ

た｡

(a) 書体材質の昇る雷管<曽管と曲板との荘艶を

変えた場合の鉛板就放'

雷管の衝動量は雷管からの距離によって急軌こ減衰

i,雷管から20cd)の距撫で殆んどゼ'F7となるが2-),

雷管破片の飛散速定は減衰が少なく,-雷管から1m離

れた点でも10-20%しか減蓑しない6)｡従って図3の

如く,雷管と鈴坂との距離dを変えて鉛板耗敦を行え

ば,鉛板孔の耳通が破片作用によるのか,衝動作用に

よるのが,或は熟作用によるのかを知ることが出来

る｡

拭敦老来は衷4及び写英1の如くである｡即ち銅雷

管なら虚方向Jmの搾盤でも鉛板を其通し希る能力が

あるが,管体の底面をなくした鋸雷管は鉛板と雷管と

求

専忠

- 花∫■ ■

那 lMRJG甘////////′ノンシ■ンンンンシ:<

図 1 水中に於ける鉛板釈放Ydr.22.No.



難いことを丑嫌していると思われる｡

(C) 考 察

従来鉛板就験は雷管方向の猛虎を表わすと単純に考

へられ.鉛板孔は底方向の衝動作用によって耳通する

と云われていたが,本研究により鉛板孔は主として雷

管の破片作用や熱作用によって貫通していること.b判

明した｡一方,雷管の起爆力は第-に破片作用,次に

熱作用によると思われるのでl), この点から鉛板試験

は筋管の起爆力を合理的に衷現していると云える｡

然し乍ら鉛板孔径か雷管の起爆力に比例するかどう

かは疑問である｡何故ならば,鉛板の穿孔径は破片の

井通力のみでなく.管体の'̂-さや破片の卿 向によ

って大きく彫響されるからである｡従って鉛板孔径に

よって雷管威力を比故することは,管体の材質,内厚

形状等がすべて同じ解合匹のみ意味を持ってい声と考

えられ争,.

I･.2好 妖 顔

中岬 は一瀬粒聯 蹄向4)等噂を示すと弄われて

い卵 言,園Jと層_2卓を嘩帝す多き･釘の典り免韓牲
簡革噂捗向咽 嘩 嘩押醇市場酢や*.)と舟を奉

れ ､棚 固体が鼻尋2

線し乍ら呼野･0楯 岬 の再挙よりも本い･0で･寧

管.*方向の帝動の側 軸 年季p襲って歩方痔,0

帝御舟が同じ寧貯やあ紳く亨掛 傭菅.q)方が泰くす厚
い雷管ネりも脚 で拝大きい頻を示す.?軍･粛稗
は頻った革径を有す早野管について拝捷軸 索率いp

又囲Jに放て添装薬の圧押圧力を大きくLlた密管恥

鉛板妖艶.球執政等,筋管庇方向の威力は大き(なる

那,釘銑験では装薬の装堺密度増加による爆速の増加

が燕前の減少で柵殺され.横方向の威力は大き (表

われない｡

衷5 空気中砂中水中に於る釘釈放(曲り角皮)

生 魚 中

砂 中

水 中

測 定 倍 (皮) I(平均依)
27.24,25,23.ち,25.ち
28,29,3J,29.5.29.5

13.12.5,日.5

(25.0)

(29.4)

(12.3)

吠料留管

講 究

釈放条件

管停:舶(庇上)

添汲非 :テ トリール 0･45夢
起爆薬;留守提粉0.井og

針金:0.45mm卓銅線

釘の月田の針金奄致:5回

図2の衝撃挺子純鼓によれば･P･V･C雷撃の横方

向の衡曲想はアルミ軍管よりも大きく･由雷撃や琴雷

管に劣らないが.釘武野では最も小さな伍を示す｡こ

のことは,釘を曲げるのは爆発ガスの衝勤作用のみで

なく,管体破片の祈突,即ち管体破片の所有する運肋

丑によることを示している｡

とのことを軸路するために,空気中.砂中,水中に

於ける釘紙軌の測定値を比故すると衣5の如 くであっ

た｡即ちこれによれば釘の曲り角曲は砂中.>空中>水

中である｡砂中で曲り角皮が大きいのは.留守が砂中

に癖閉されると衝動丑が大きくなるためであり'水中

で′トさいのは破片の飛散速度が小さくなるためと推定

される○

蘇局,釘拭敦は館管櫛方向の衝動作用と収も疎い関

係があるが,破片効果にも関係する｡但しアルミ雷管

FLきろ釘の曲り角度が小さいtとを考えると'熟作用

には余り関係ないと思われる｡

I.3秒 扶 助

砂群数は米国で比際坤的な雷管威力妖艶法として広

く採用されて居り,例えば,At一asPowderC〇･で

払 音読/KCIOJ(P./J｡)の包含物 Jgを収集したもの

を6号雷管の基準として砂鉄故により雷管号款を決め

ると責あれる｡

固Jによると砂就故の位は雷管威力田子の中騨 襲

薬丑を変えた歩合に蓮如 嘩 あれるのみで,津準薬圧

搾圧や管体の内摩,直径,材賓が変化しても織 寮長

が同じである限り砂の破砕丑は殆んと変らない｡即ち

P･･V･C雷管呼鈴塀嘩 ･ノ､イド紳 1-ス紳 ･何
れの耗敦法でも金属管体に坪ぺて節力は野く襲われる

那,砂鞭 では金碍管体と全く同じ威力を示す｡との

こt'棚 指呼 では破片作用を襲現することが出来ない

ことを意味して居り,アルミ管体で威力が大きく畿わ

れないことは熱作用も表現していないことを夢味して

いる｡従って,砂就政のみで留管の威力を判定するこ

とは危険である｡

然し/Fら,管体の革径によって威力が変らず'装准丑
によって威力が変るということは,底方向と横方向の

結合された節動作用を袈現していると考へることが出

来るので,砂拭敦は甘体の材質や内厚が同じ歩合には

留管威力の比故尺産とすることが出来ると思われる｡

I.1 疎 放 放

球就敦の原理及び方法については別に詳述した

がZS).要するに,球純鉄の特歓は,雷管底帝L=接放し
た金属球の初速と質点から雷管底方向の衝助萩の絶対

値を求めることが出来ることである｡又球の飛行距艇

によって雷管碍力を相対的に姥餅することも出来る｡

球耗験によって表わされる蒔輝作用は･その原理か

ら考へても雷管唇方向の節軌作用と推定されるが･回

Iに於ける球綿 の曲線は'図字粒界ける嘩方向の衝

撃振子の曲線と帝財しているのみで飽申曲線とは傾向

が異って居り,雷管底方向の節助作用とは関係がある

I8 (25.0) 工率火薬協会漉



牢貫 3 鉛墳解任'管偉材軒を恋えたせ

食の鉛噂釈放か蛾片作用や熱作用と

は関係がないことを示している｡従って,球拭故は管

体の材質,形状が同じ串合に限って底方向の雷管威力

を比較することが出来る｡1.5曲壕験畿こ

の鈍故は小型 トラクズル牌 といわれる如く,爆薬の爆

力測定に利用されるトラクズル拭敦を小型にしたもの

である｡即ち鵬 の中央に冊辞の挿入7t.をあけ脚

発牧の拡大容税を抑定して留管威力の比較尺度とする

｡鉛噂2)寸皮については明地な奴定はなく,山本氏の事跡l)では正鎧高さ弗 IOcznとなっているが,

DavisIO)氏の苔むでは直径約 6.5czb.

高さ約 11伽となっている｡隼者が実験に使用したものは在

径高さ典 10仰 のものであるが,℡俸材質を変えた

場合のみは在径 5cm高さ9cnのものを併用した｡

雷管挿入孔の径は通常の雷管 (管体外筏6.5zn

n)の場合8mmであるが,管体外経が変った場合

にはそれに応じて変えた｡又押入孔の砕きは常に 5.

5cmとした｡先ず衝動作用であるが

.甘体内厚が厚くなると図2に放ける研奪振子の伍は

大きくなるが図1に於ける鉛噂拡大他は大きく

なっていない｡このことは砺肋作用は鉛噂拡大俵には

余り鋭SkFこ形野しないことを示しているよう

であるが,写井3の如く,鉛噂在径を半分にすると,同

じ雷管でも拡大伍が約2倍になることは,鉛噂が抵抗の弱

い栴方向flふくれ易いことを示して居り.これは衝

動作用の脚 が鉛噂2)抵抗が小さくなると急軌こ大

きく.なることを悪味している｡鉛噂拡大伍と破片作用との関係は,図1

の P.V.C管体

の場合が他の常体J:りも拡大位が小さいことからも両者は関係

があることが分る｡即ち運軌血の大きい破片は鈎を怖

酸しつつ雷管底方向や仰面方向に進行すると思われる

｡次に雷慣熟作用との脚

係について考えると,帝劫作用や虚片作用の小さい

アルミ管件の場合に静宙抵大任が鹿も大きくなっているので.

丙者は痕も開拓が拝いと患われる｡YoT.22.No.A1†41 即ち掠合すると,飽噂試験は衝

動作用を若干示し,破片作用にも関係があり,熟作用に

は虫も大きい関係がある｡従って余りに多くの田子を

袋わすので相互に打糾し合い結果の判定が何位となる｡例え

ば破片作用が角館管よりも弱いアルミ館野が爆発熱盤

が大きいために鉛噂拡大

伍が政も大きく現われ,鉛板鈍故や釘親政とは逆の

岩集を示す｡従って鉛噂仲 は雷管の起爆力を必ずしも

正称こ表現しないと云うことが出来る｡トラクズル

耗敦に放る鉛噂拡大伍は爆薬の静的仕gf威力を表わ

すといわれているが.筋管の鉛墳肌敦の場合には管体の影野などが現われて



述する吸直璃樺による-ス就験と比故して,同じ乾性

類薬耗験でも糞畢するを爆作用が異る点もあるので一

応牧村することとする｡

図1に於て管体材質を変えた場合に,PVC留管で

は起爆力が着るしく小さく現われることを考えると,

J､イド鈍晩は破片作用と皮も大きい相図開床がある｡

このことは雷管の起爆作用の中では破片作用が最も大

きいので,鈍任爆薬を起椴出来るかどうかの伊界点に

なると破片作用が最も効果的な作用となることを示し

ていると思われる｡

又ハイド就敦では爆薬は雷管の横方向にも底方向に

も存在するので何れの方向の起爆力も破現されると考

えられるが.添装薬の圧抽圧力を増加して館野井高を

低くした場合に泡定位が大きくなること,及び政経5

mmの骨管よりも6･2mm以上の雷管の方が孔径が大き

くなることを考えると,ハイド銑験では雷管統方向よ

りも底方向の威力が有効に恋われていると思われる｡

I.7 吸湿萌梅によるヘス放牧

冊管は一般に工菓爆薬を起爆させることを目的とし

ているが'炭鉱その他の使用現場で爆葵が鈍化する場

令:こは窮迫により鈍化することが多い｡従って工業爆

薬D中でも庇も鈍感な爆薬である硝安腰衣に水分を添

加して鈍性爆薬とした方が,ノ､イド就敦の如くTNT

にタルクを混入した鈍性偵薬よりも,雷管起爆力の拭

政治に利用する場合にはより爽庶的である｡日野氏等

の超秦叫による吸温硝嬢へス銑敦はこの意味で特赦の

ある紳 法だと思われる｡

衷 一 冬都筑故汝と起爆作用との関係

- [高 言㌫ 忘哀話 IL㌃ ㌃ 12
試験鋲の名称

発射 競 桓 作用桓 両 方向

冊考 ○相関性が大きい,A :若干相関がある

x:相関性がない吸湿梢感による-ス耽験は爆

薬の中に直接雷管を細入して釈放するので,

雷管の衝動作用,破片作用.蘇作用符は何れも攻湿

構燦の起爆に掬与していると思われる｡然し図1に於

て管体材質を変えた歩合に水分6%ではアルミ雷管が

丑も大きな圧放任を示し,Ⅱに水分が多くなると由管

体が鹿大となる｡このことは,-ス拭験はハイド武敦に比べて雷管の熟作用がより大き

く糞あれるが,水分が多くなって

起爆不可鑓な限界に近ずくと.′､イド武敬と

同様やはり雷管の破片作用が政も大きく来われてくる

ことを示している｡然し乍ら添減 圧押圧力を大きくしても,

ハイド就故と頻なり雷管威力の荊定位は大きくならず

.又萌径が細い雷管(薬高が補い留守)は太くて妃い

雷管より正放任が大きくなること苛を考えると,-ス就験では

骨管庇方向よりもむしろ椀方向の起爆力の方が大きく現

われるのではないかと思われるoV
.冶 験脚 に於て,代瀬的な威力飲教法について

,それが寂現する起爆作用を放射したが.その結果を

-党糞にすれば袋6の如くである｡この表より次のこ

とが云える｡①正接法(鉛払 釘.砂,球,飽噂拭政)は衷現し終る

起爆作用及び方向性で夫 特々散があり.一つの試験

ですべての作用及び方向を表現出来る拭験法は存在しな

い○(診筋管の起爆作用の中では破片作用が庇も大きい

ので威力執政法としても破片作用と相関性の欠如 ､臥験

法,例えば鉛板放映の如きものが合理的であるが,

管体の材賓,内申,形状苛が同じ賂合には術劫作用

に比例して破片作用も変化するので,研動作用のみ

を変わす球就験や砂釈放によっても威力を比故する

ことが出来る｡③間接法 (ハイド就験.吸湿鞘墳-ス

飲助)は,雷管の起爆作用はすべて喪現出来るが,

ハイドbtSaは底方向との相関が大きく.-ス

筑験は杭方向との相関が大きい｡即ち籍曲とし

て次の如く云うことが出来る｡管件の材賓,形状,

内原等が同じ場合には雷管の衝動作用は起爆力に比例

すると考えることが出来るのIC.この条件下では錬鉄故や砂鉄敦も威力就教法

として有忠盛であるが,合成樹庸雷管が乗用化されよ

うとしている現在では,祈助力を湘定しただけでは不

充分であり,誤った判断をする恐れがある｡例えば米

国で標準的な就敦法とされている砂就験は,破片作

用の全く窃い合成柳瀬雷管でも飼雷管と同じ湘定位が

得られるのはこの一例である｡今後は管拝材料として益々多屯所のものが使用されると恩あれるので.



九により雷管の三つの起爆作用を寂現することが出来

ると典に.雷管庇方向.横方向について別々に威力を

-知ることが出来るo

J､イド拭執成は-ス妖敬の如き間接法は直接法に比

べると操作は面倒であるが,起爆力の東砂土祐乗であ

るから,直接法以外にこの両者の中何れか一つを採用

して,起爆力の判定を一層砕尖にすることが望ましい

.と考える｡
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In▼BtiJfatlotLgOntheT也toE8btomzltOr(PArtI)

byKazuoIda,KenichiroYamamoto,Takashilsotani

aTldTakayoshiKudo.

Mamymethodsareproposedtotest仙e
strengthofadetonator,butalmostallof

thesearethemethodsformeasuringthe
impulsiveeffectofadetonator.
Thepresentauthors,however,consi-
derthat也einitiationforce (streng仙)
Ofadetonatorresultsfrom theeffects

offragmentswhichisproducedby the
breakdownofadetonatorshell,andthe

effectofheat,whichisproducedbythe
･explosionofadetonatorandisconducted
totheexplosives,aswellastheimpulsive
CfEect.

Inthisstandpoint,thispaperillVeSti-
gatessomeofthetypical methodfor
testing thestrengthofa detonator,

Tot.22,No.も lI一1

i.e.-leadplatetest,nailtest, sand
test,balltest,leadblocktest(SmallTrau-
zletest), HaidtestandHesstestwith
wetammoniumnitrateexplosives.
Tberesultpresentsthattheuseof
bothmethods-leadplatetestandnail
test-isreasonableforeasydetermination
ofthestrengthofadetonator,anditis
desirabletouseeitheroftwomethodsI
HaidtestandHesstest.-forexactdete-
m inatioll.Assandtestdosen'tindicate

theeffectoffragmentsortheeffectof
heatfromadetonator,soitisundesirable

todeteminethestrengthofadetonator
onlybysandtest.
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